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は水脈にもよるが、裏にあるのが好ましいとされた。稲荷も裏で、鬼門を守るという、出入口は数ケ
所あるのが普通だが、この内1つの通路がジョウグチと呼ぼれ、門がある家はあまり多くないが、お
盆には後述のようにここで先祖を迎え、嫁入行列、葬列もここから出る。葬列の場合はここに竹のア
ーチを作る。また正月その年初めて外に出るのもここからである。このジョウグチの向きは道の位置
により様々で、オクノザシキ側の家もあれば、土間側の家もあり、公道を背にしている家では裏側に
なる。
　2）　人々自身の移動
　く寝室の移動＞1世代だけ居住の場合はナンドが寝室である。長男が結婚した場合はオクノザシキ
に老夫婦、ナンドに若夫婦。3世代ならば上からオクノザシキ、ザシキ、ナンドの順。4世代または
子供が成長後等は土間に小さな部屋を作ったりした。
　〈接客〉簡単な用事ならぽ玄関または玄関内の土間、あがる場合はまずザシキである。この座順
は、オカッテ側に主人、外側に客人、またはオクノザシキ側に主人、土間側に客人、の2通りがあ
る。更に改まった場合はオクノザシキに通し、座順は同様である。
　〈儀礼〉住居内で行なわれた儀礼には結婚式、葬式、ナヅケ、クイゾメ等があるが、主にオクノザ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しようざシキで行われ、足りない場合はザシキも使われた。座順はトコバシラの前が正座で、その前の2人が
最も上座である。その両隣が2番目で、以下両側共ドマ方向に行くにつれて下座になる。ナソド方と
縁側方は差がない。
　〈置場〉各人の衣類等持物は各自の寝室のタンス等に入れる。特に統制されるものとしては、’その
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家の宝物等大切なものはオクノザシキに置く。土産はどこからのものでも一旦仏壇にあげるものだと
いう。
　〈室内農作業〉殆んどの家に大きな物置があるので、作業や牛馬等の飼育はそこで行なわれたが、
稲、麦の脱穀等で足りない場合は、まずドマに持ち込む。養蚕では過程によって変化し、一部屋で間
に合うならザシキだけ、2部屋必要ならオクノザシキまで、そして上族期間中はこの2部屋の天井ま
で使う。決して使われないのはナンドとオカッテである。
　〈死者〉人々自身の死後も空間的統制が行なわれる。湯灌は現在は脱脂綿にアルコールを浸してす
るので残り水は出ないし、脱脂綿は棺に入れてしまうが、かつてはタオルを使って湯で洗ったので、
残り水はナンドの畳をあげて床下に捨てた。使ったタオルは乞食にやった。死者はオクノザシキに北
まくらに寝かせ、葬式はオクノザシキとザシキで行なわれ、僧は縁側から出入りする。現在は火葬が
多いので火葬場に運ぶ事が多いが、かつては土葬だったので野辺送りが行なわれた。棺はザシキから
玄関を通って運び出し、庭にロウソクを6本たてて右回りに3回まわる。棺を出した後はオクノザシ
キとザシキを玄関に向って掃き出す。
　死者の持物は、茶腕、箸は墓においてくる。その他は四十九日の際に形見としてわけ、残りは廃品
回収業者や乞食に渡した。布団は薄いものは棺に入れ、厚いものは使った場合もあるが、通例廃品回
収業者に引きとってもらった。
　〈盆〉盆を迎える準備はまず、「街道から御盆が来る」と言って、迎える為にカンノンサソを作る。
これは砂を山形に盛り、周囲に3本竹筒等をたて、金銀の紙製の花を飾る。家によっては、カンノン
サンの頂上に向って細い棒で階段を作り、ジ・ウグチと呼ぶ。カンノンサンの位置は通例ジョウグチ
で、左右はかまわない。地区によっては、ジ。ウグチから公道をへだてた反対側に作る所もある。目
の前が川で、橋を渡って入る家は橋の手前（屋敷側）に作る。この砂は川から取るという人もいる。
また一部では、同じ部落の本分家で共同でカンノンサンを1つだけ作るという例もあり、その位置は
本分家が並ぶ公道の端の地点で、墓地に向かう途中に作るという訳ではない。他方仏壇は、中の位碑
を外に出してテーブル等に新しいものを手前にして並べ、ホウズキ、蓮、里芋、茄子、花等を飾る。
また墓の清掃も済ませる。
　8月13日の夕方には、カンノンサソの所にナス、キュウリで作った牛馬を並べ、迎え火をたく、墓
地まで先祖を迎えに行かないのが普通である。先祖は玄関から入って仏壇におり、15日には買物に出
かける。16日にも墓地まで送ることはせず、飾ったものは「川に納める」と言って、団子などと共に
川に流してしまう。この場合の川というのは、中村川及びその主な支流で・部落内のどこでも橋があ
る所で流す。その後カンノソサソをこわしてしまうが、砂は付近にならしておくだけでよい。
　〈動物の処理〉牛馬は農耕用、秦野の専売公社への葉煙草運搬用等に盛んに飼育された。最初は馬
が中心だったが、大正末に牛が流行し、馬にとってかわったという。馬が死んだ場合は秦野に動物処
理専門の人々がおり、その人々に頼んだ。ただ病死の場合は自分で処理せねぽならず・屋敷内の目立
たない所、特に裏山などに馬頭観音をたてて埋めた。牛は年老いてくると死なないうちに若い牛と交
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換するのが一般的だったが、死んだ場合は同じく秦野の人々に引き取ってもらった。犬や猫が死んだ
場合は、畑に埋めることが多いが、馬と一緒に馬頭観音に埋める場合もある。
　〈給排水処理〉現在は町営水道だが、かつては井戸が裏にあることが多く、そこから勝手口を通っ
てオカッテに桶で運び、カメにためておく、神仏に供える水もここから運ぶ。台所の排水は流しの下
に土管を埋め側溝に流す。方角はかまわないし、全戸が井戸または清水からの給水なので、排水が下
流で次々別の家で使われるということは全くない。風呂は夏は井戸の近くに持ち出したこともある
が、通常は土間においてあり、井戸から水を運び、汚れた後は台所の水といっしょに流すか、タイヒ
にかけて肥料にした。
　〈ゴミ処理〉台所のゴミは牛馬に与えることが多かったが、掃いたゴミ、農作業で出たゴミ等はタ
イヒにまぜて肥料にした。タイヒ小屋は、土間の斜め後が多かった。
　〈排泄物処理〉便所はオクノザシキの裏側にある場合と、先述のタイヒ小屋にある場合とがあり、
いずれも畑のタメに運び、肥料にした。方位でいうと、正反対の2方向にあるという訳である。
　〈御札等の処理〉稲荷は先に述べた様に、正月飾り、札等の処分地でもある。
　以上を要するに、まず部落レベルでは、部落から外へという統制が全くないこと、部落内でも家々
を特定の順序に固定するような移動の統制が、岩倉等我々意識上の混乱のない部落を除いてはないこ
とが注目される。住居レベルでは、住居はドマ、ザシキ、オクノザシキの順に開かれ、他方ザシキ、
オクノザシキ側から、オカッテ、ナソド側へも奥が設定されており、距離が、2次元的に測定されて
いる。さらに排棄の統制は全方位に及び、方位を規定されていないジョウグチでの追放が強調され
る。即ち排棄先は隣接住居の方向や特定方向ということがなく、大きな川に流したり、乞食に与える
等「屋敷内から外へ」という1次元的序列を促進しない2進法の距離測定が行なわれている。さらに
盆や稲荷の例では、同じ部落の家が共同で先祖迎え、排棄を行なう例も、同じ部落の本分家を二進法
でゼロとする例と考えてよい。
1V　結 論
　中井の人々の我々意識の特徴は、変動が激しく、その結果大久保のようにもともとの部落の我々意
識と、新たに空間的近さによって作り出された我々意識との重層性が見られる、という点であった。
　通例部落なり、ある地域の我々意識上の連帯は空間的隔りの小さい事によって相当程度は自動的に
明示、固定される。更には、空間を何らかの手段で切り取り、境界を設定することにより境界の内側
の物理的距離はノーカウントとされ、外側との間には大きな距離が設定され、内側の人々の我々意識
上の連帯が明示、固定され、他方外側の人々との隔りが明示、固定される。ところが大久保のような
場合、あるいは中井全体としても、変動が激しかった場合、これは殆んど機能しないことになる。大
久保の如く、空間的な集落と、社会的な部落が全く一致しないのであるから、部落境など明示した所
で何の役にも立たない。新たな我々意識とは一致するとしても、旧来の我々意識とは相矛盾してしま
う。
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　無論地名もあまり機能しない。地名はある特定の範囲の空間のもつ物理的距離をノーカウントとす
るための手段である。即ち同じ単一の地名を与える事で、物理的には存在する距離を解消してしま
う。逆に空間Aと空間Bに別の地名を与えることによって空間Aと空間Bの間では現実に存在する以
上の大きな物理的距離がカウソトされることになる。0か1かという2進法の空間区分が設定され、
0に住む人々と1に住む人々との間に我々意識上の明確な区分が設定、明示されることになる。これ
は例えば、中井という地名が、まず周辺の市町との分離を明示し、更に内部では中村という次のレベ
ルの名称が、井の口との区分を明示する、地名が機能するのはここまでである。もちろん松本、岩倉
等の場合は、次の部落レベルでも機能する。しかし大久保では確かに地番は、遠藤は遠藤、田中は田
中、北田は北田となっているが、飛地が多数を占め、1部落の我々意識を明示、固定するには殆んど
役に立たない。逆に空間的近さの作り出した新たな我々意識上の近さとは矛盾する。
　そこで注目したのが方位及びそれによる人、物の空間的移動に対する統制であった。まずはカミ、
シモの設定と我々意識との関係を見ると、この設定と我々意識上の連帯とが一致し、逆に設定しない
事が、我々意識上連帯のないことと一致していることに気がつく。即ち、かつて中井という我々意識
の単位が存在しなかった時代、カミ、シモが設定されていたのは、五所宮の祭典や、多様な経済的っ
ながりによって結びつけられた地域であった。次に中井村が成立し、周辺他市町との区分、明示が必
要となり、また井の口との関係により、中村の我々意識の明示、固定が必要となった時代には、かっ
て広く設定されていたカミ、シモはなくなり、五所宮の御輿を直接の契機として、中村内がカミ、シ
モに2分された。部落レベルでも、松本、岩倉等我々意識の変動、重層性のない所ではもともと部落
内に1次元的かつ中村レベルのカミ、シモとは必ずしも一致しない独自のカミ、シモが設定されてい
たのに対し、大久保では、田中部落であった時代には設定されていたカミ、シモが、一旦姿を消し、
移住がはじまって何世代もたち、物理的近さによる我々意識上の近さが出来てくるにつれて、再度カ
ミ、シモが設定されて来ているのである。
　カミ、シモといった方位で或る地域を呼んだ場合、そもそも測定の基準点があり、空間的距離を測
定していくことによって、はじめてカミなりシモなりと呼ぶことができる筈である。即ち基準点とな
る地域内部では物理的距離をノーカウソトとし、呼んだ先の地域との間の距離はカウントし、この間
に区分が設定されることとなる。これがそのまま我々意識上の区分、連帯と一致しているという訳
で、例えばカミ6ケ村、シモ6ケ村の設定が、中井の成立と井の口との対抗による中村の連帯が必要
とされ、更に祭典によるカミ6ケ村、シモ6ケ村の我々意識上の近さが成立した時期であった、とい
うことになる。
　他方、この方位による人や物の空間的移動の統制を見ると、これもまた我々意識の変動、重層性と
一致していることがわかる。まずは五所宮で五社共同の祭典が行なわれていた時代の御輿の経路であ
る。この経路はカミ、シモの設定された地域の各部落を特定の順序関係に固定するが、この各部落と
いうのが祭典によって結びつけられた地域であった。やがてこうした祭典がなくなり、御輿も五所宮
周辺を回るだけとなったが、しかしその後、カミ6ケ村、シモ6ケ村が、かつぐ場所こそ五所宮周辺
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だが、順序を決めて、かつぐようになったのは、寄せ宮と中井村成立による、中井及び中村という我
々意識の単位が出来、．これを明示、固定する必要の出てきた時代であった。更に御輿はこの後、シモ
6ケ村を特定の順序で回るようになり、更にはカミ6ケ村もまた特定の順で回るようになったのは、
中井の歴史も長くなり、発展の差等による井の口との対抗が一層明確になった時代である。
　部落内の統制は、全体に少なく、例外が分家を出す場合と、一部の部落における御輿であった。分
家の場合、特定の方向への物理的距離が測定されたが、分家は我々意識上最も近く、ジエソにもなり
うる、最も我々意識上の近さを明示、固定すべき相手である。また御輿の経路が、1次元的なカミ、
シモで統制されたのは松本、岩倉等であるが、これらは我々意識上の変動、重層性のない部落であ
る。これに対し変動、重層性の激しい大久保では、我々意識上の連帯が形成されるに伴って、部落内
を回るようにはなったが、特定経路で1次元的測定はまだなされていなかった。また部落境が統制に
よって強調され、そこで物理的距離の測定が行なわれるという事例がないことも注目された。
　住居空間における統制は、全方位に行なわれ、屋敷内と外との区分、即ち物理的距離の2進法的測
定が強調された。これを特定方向に統制すると、部落内の1次元的序列設定を促進してしまうことに
なるはずであるが、その部落空間は、我々意識上混乱した、重層性を持っている訳で、促進すること
は不都合なはずである。さらに乞食や秦野の人々に引きとらせる。といった事例からは、屋敷の次は
部落でなく、部落を無視して、直接、「遠く」へと統制が行なわれることがわかり、部落空間への序
列設定が、ここでも回避されている訳である。
　要するに中井における方位による人、物の移動の統制は、まず変化が激しく、様々であるというこ
と自体が、多様な変動によって、空間的区分、距離と一致しない重層的我々意識が形成されてしまっ
た地域の、我々意識の実情と対応している、ということになる。
一他方で、変化する統制は、御輿の事例でもわかるように、逆に変動による新しい方の我々意識と一
致している訳で、この、祭りの御輿というはなはだ目立つ物の移動により、特定の順に測定される物
理的距離は、そのまま我々意識、特に変動による新たな我々意識の明示、固定という機能を与えられ
ている、と考えることができる。・
　さらにこれは、物理的距離を測定していくこと自体が、我々意識上の連帯を必要とする場合に行な
われるということで、物理的空間の区分や、そのままでも存在する物理的隔りによって半ぽ自動的に
行われる我々意識の明示、固定が機能しなくなった中井においては、むしろ逆に、物理的距離を作り
出すことによって、明示、固定が行なわれている、という点に注目しなけれぽならない。
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